
第１問 世界の自然環境や自然災害に関する次の問い（問１～６）に答えよ。

（配点 ２０）

問 １ 大陸棚＊は大陸プレートの縁辺部に広がる。次の図１中のａとｂのいずれか

は東南アジア周辺，また，アとイのいずれかは中央アメリカ周辺の大陸棚の分

布を正しく示したものである。東南アジア周辺と中央アメリカ周辺の大陸棚を

正しく示した記号の組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １

＊水深２００mより浅い海域を大陸棚とする。

a b

ア イ
大陸棚
陸地
火山

火山はすべて正しい位置にある。NOAAの資料などにより作成。

図 １
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問 ２ 土砂供給や海面変動などの影響を受けて，河口には特徴的な地形がつくられ

ることがある。次の図２中のＡとＢは，ヨーロッパの二つの河川の主な河道を

示したものであり，後の表１中のカとキは，河川ＡとＢのいずれかにおける年

平均流量と河道の標高の割合＊を示したものである。また，後の文ｘとｙは，

図２中の河川ＡとＢのいずれかにおける河口にみられる地形の特徴について述

べたものである。河川Ｂに該当する記号と文との正しい組合せを，後の�～�
のうちから一つ選べ。 ２
＊それぞれの河川の主な河道の長さを１００％とした場合の値。

Ａ

Ｂ 主な河道
流量観測地点

Natural Earthなどにより作成。

図 ２

表 １

年平均流量

（m３/秒）

河道の標高の割合（％）

１００m未満 １００～５００m ５００～１，０００m １，０００m以上

カ １，５３９ ７０．５ ２６．３ １．７ １．５

キ ４６７ ７９．８ ２０．２ ０．０ ０．０

NOAAの資料などにより作成。

ｘ 過去に形成された谷に海水が侵入してできたラッパ状の地形

ｙ 河川によって運搬された砂や泥などが堆積してできた低平な地形

� � � �

記 号 カ カ キ キ

文 ｘ ｙ ｘ ｙ
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問 ３ 地形や気候の影響を受けて，世界の大河川の流域には様々な植生がみられ

る。次の図３中のＥ～Ｈは，チベット高原に源流をもついくつかの河川の流域

と主な河道を示したものである。また，後の表２は，図３中のＥ～Ｈのいずれ

かにおける，流域面積全体に占めるいくつかの植生などの面積割合を示したも

のである。Ｇに該当するものを，表２中の�～�のうちから一つ選べ。

３

E

F

G

H 流域
主な河道

図 ３

表 ２

（単位：％）

常緑広葉樹林

の割合

落葉広葉樹林

の割合

低木・草地

の割合

ら ち

裸地（砂や岩

など）の割合

� ３１．０ １０．３ ７．４ ０．０

� １４．５ １３．７ １３．０ ０．０

� ０．７ ０．５ ３８．０ １８．３

� ０．４ ４．１ ２８．９ ８．９

Geospatial Information Authority of Japan, Chiba University and
collaborating organizationsの資料などにより作成。
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問 ４ 次の図４は，オーストラリアにおける�月の気温，�月の降水量，�月の気

温，�月の降水量のいずれかを等値線で示したものである。図４中のＰとＱは

気温と降水量のいずれか，サとシは�月と�月のいずれかである。�月の気温

に該当するものを，図４中の�～�のうちから一つ選べ。 ４

サ

シ

１
月
ま
た
は
７
月

気温または降水量

P Q

(＋）大きい値
(－）小さい値

（－）

（－）

（－） （－）

（－）（－）（－）

（－）（－）（－）

（＋）（＋）（＋）

（＋） （＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）（＋）

（＋）

気温は月平均気温，降水量は月平均の日降水量。等値線の間隔は気温が�℃，降水
量が�mm/日。NOAAの資料により作成。

図 ４
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問 ５ 次の図５は，アフリカを�地域に区分＊して示したものである。また，表３

は，この�地域について，１９９０年から２０１９年の期間における地震，火山噴

火，熱帯低気圧による自然災害の発生数＊＊を集計したものであり，タ～ツは，

北部，西部，東部のいずれかである。地域とタ～ツとの正しい組合せを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 ５
とうしよ

＊マダガスカル以外の島嶼国を除く。
＊＊死者１０名以上，被災者１００名以上，非常事態宣言の発令，国際援助の要請のいずれ

かの状況をもたらした自然災害の報告数の合計。

東部

南部

中部

西部

北部

図 ５

表 ３

地 震
火山

噴火

熱帯

低気圧

タ １３ � ０

チ １２ � ５３

中 部 ４ � １

南 部 ３ � １

ツ ０ � １

EM―DATにより作成。

� � � 	 
 �

北 部 タ タ チ チ ツ ツ

西 部 チ ツ タ ツ タ チ

東 部 ツ チ ツ タ チ タ

問 ６ 自然災害の種類は，地域や季節によって大きく異なる。次の図６は，日本に

おける土砂災害＊と雪崩による被害の発生状況を時期ごとに示したものであ

り，マ～ムは，�～�月，�～
月，�～１１月のいずれかである。時期と

マ～ムとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ６

＊崖崩れ，地すべり，土石流。

地理Ｂ
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マ ミ

ム
土砂災害
雪崩雪崩による被害12～2　月

該当する災害が�回以上発生した�kmメッシュの代表点の分布。
統計年次は２００６～２００９年。国土交通省の資料により作成。

図 ６

� � � � � 	


～�月 マ マ ミ ミ ム ム

�～�月 ミ ム マ ム マ ミ


～１１月 ム ミ ム マ ミ マ
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第２問 リナさんたちは，地理の授業で持続可能な資源利用について探究した。資

源と産業に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ リナさんたちは，まず資源の地域的な偏りを考えるために，主要な資源につ

いて調べた。次の図１中の凡例アとイは炭田と油田のいずれかであり，文Ａと

Ｂは石炭と石油のいずれかを説明したものである。油田に該当する凡例と石油

に該当する文との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ７

ア
イ

Energy Statistics Yearbookなどにより作成。

図 １

Ａ この資源は，生産量上位１０か国の世界に占める割合が�割を超えてお

り，世界最大の生産国と消費国が同一である。

Ｂ この資源は，世界のエネルギー供給量の約�分の�を占めており，確認さ

れている埋蔵量の約半分が特定の地域に偏っている。

� � � �

凡 例 ア ア イ イ

文 Ａ Ｂ Ａ Ｂ
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問 ２ 次にリナさんたちは，先生から配られた資料１をもとに，世界の地域別の資

源利用とその環境への影響について考えた。資料１中の図２は，世界の人口と

世界の�次エネルギー消費量の推移を示したものであり，凡例カとキは，アフ

リカとヨーロッパのいずれかである。凡例キに該当する地域名と，資料１中の

文章の空欄Ｘに当てはまる語句との正しい組合せを，後の�～�のうちから一

つ選べ。 ８

0
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世界の人口
1965 1975 1985 1995 2005 2015

世界の１次エネルギー消費量

アジア(オセアニアを含む) 南北アメリカカ キ
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資料 １

１９６５年の世界計を１００とした指数。

図 ２

資源の利用は地域によって違いがある。アジアにおける�人当たり�次エネル
ギー消費量は（ Ｘ ）ことをグラフから読み取ることができる。人口増加に伴う

資源の需要増加は，環境にどのような影響を与えるだろうか？

World Population Prospectsなどにより作成。

� � � �

キ アフリカ アフリカ ヨーロッパ ヨーロッパ

Ｘ 増えている 変化していない 増えている 変化していない
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問 ３ 次にリナさんたちは，１９９５年と２０１５年における各国のデータを調べて，経

済発展が環境へ及ぼす影響について考察した。次の図３は，いくつかの国ａ～

ｃと世界平均について，�人当たり GDPと�人当たり二酸化炭素排出量の変

化を示したものである。また，後の文サ～スは，図３中のａ～ｃのいずれかに

おける変化の背景をリナさんたちが整理したものである。ａ～ｃとサ～スとの

組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ９

１人当たり　GDP

１
人
当
た
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量

0 1 2 3 4 5万ドル

25
トン
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5

0

世界平均

ｂ

ａ

ｃ

1995　年

2015　年

World Development Indicatorsにより作成。

図 ３

地理Ｂ

―１６２― （２１０２―１６２）



サ 産業構造の転換に伴い脱工業化が進み，再生可能エネルギーの普及も進ん

だ。

シ 資源が豊富にあるため，国内の燃料消費のコストが低いことや，世界的な

資源需要の高まりを背景に経済成長が進んだ。

ス 農業や軽工業が中心であったが，その後は工業化が進み，重工業の比率が

高まった。

� � � � � �

ａ サ サ シ シ ス ス

ｂ シ ス サ ス サ シ

ｃ ス シ ス サ シ サ
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問 ４ リナさんたちは，経済発展が環境へ及ぼす影響についての考察をふまえ，化

石燃料と再生可能エネルギーの発電量について調べた。次の表１は，いくつか

の国における化石燃料と再生可能エネルギーについて，発電量と総発電量＊に

占める割合を示したものである。表１をもとに環境への負荷について話し合っ

た，先生とリナさんたちとの会話文中の下線部ｅ～ｇについて，正誤の組合せ

として正しいものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０

＊化石燃料と再生可能エネルギーのほか，原子力などを含む。

表 １

化石燃料 再生可能エネルギー

発電量

（億 kWh）
総発電量に

占める割合（％）

発電量

（億 kWh）
総発電量に

占める割合（％）

中 国 ４６，７８３ ７０．５ １６，６２４ ２５．１

アメリカ合衆国 ２６，９１５ ６２．８ ７，１８２ １６．８

日 本 ８，１９９ ７６．７ １，６８２ １５．７

ドイツ ３，４６１ ５２．９ ２，１６３ ３３．１

カナダ １，２４７ １８．９ ４，３２２ ６５．６

世界全体 １６５，８８０ ６４．５ ６２，６９５ ２４．４

再生可能エネルギーは，水力，太陽光，地熱，風力などの合計。中国の数値には台湾，ホンコ

ン，マカオを含まない。

統計年次は２０１７年。『世界国勢図会』により作成。
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先 生 「環境への負荷を，化石燃料と再生可能エネルギーの二つから考えてみま

しょう。化石燃料による発電は環境への負荷が大きく，再生可能エネル

ギーによる発電は環境への負荷がきわめて小さいとした場合，表１から環

境への負荷はどのように考えられますか」

リ ナ 「ｅ国別でみた環境への負荷は，中国が最も大きくなるのではないでしょ

うか」

ナオキ 「人口を考慮して環境への負荷を考えると，ｆ�人当たりでみた環境への

負荷は，アメリカ合衆国が最も大きくなると思います」

カオル 「近年は再生可能エネルギーも普及しているので，国ごとで評価するとき

には，発電量の大小ではなく構成比で考えるのが重要だと思います。

ｇ発電量の構成比でみると，ドイツが環境への負荷が最も小さい構成比

であると考えます」

エミコ 「持続可能な資源利用に向けて環境への負荷を軽減する方法を考えていく

ことが重要ですね」

� � � � � � 	 


ｅ 正 正 正 正 誤 誤 誤 誤

ｆ 正 正 誤 誤 正 正 誤 誤

ｇ 正 誤 正 誤 正 誤 正 誤
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問 ５ リナさんたちは，環境への負荷の軽減に寄与する森林資源に注目し，資源と

その利用についてまとめた。次の図４は，いくつかの国における森林面積の減

少率，木材輸出額，木材伐採量を示したものであり，Ｋ～Ｍはエチオピア，ブ
しんたんざい

ラジル，ロシアのいずれか，凡例タとチは薪炭材と用材＊のいずれかである。

ブラジルと薪炭材との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。

１１

＊製材・ベニヤ材やパルプ材などの産業用の木材。

K

M

L

森林面積の減少率
大小

200

100

0

300

木
材
伐
採
量

百万　m　3

タ

チ

大

小

木材輸出額

森林面積の減少率は１９９５年から２０１５年までの変化。森林面積の減少率と木材輸

出額は相対的に示してある。統計年次は２０１７年。FAOSTATなどにより作成。

図 ４

� � � � � �

ブラジル Ｋ Ｋ Ｌ Ｌ Ｍ Ｍ

薪炭材 タ チ タ チ タ チ
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問 ６ リナさんたちは，これまで調べたことをもとに，循環型社会に向けた持続可

能な資源利用の課題と取組みについて資料２にまとめた。各国でみられる取組

みのうち，循環型社会に寄与するものとして適当でないものを，資料２中の

�～�のうちから一つ選べ。 １２

循環型社会に向けた持続可能な資源利用へ

人口の増加 資源利用の増加

１次エネルギー消費の増加
二酸化炭素排出の増加
森林・水資源の問題

循環型社会を目指すには？

事例：各国でみられる取組み

使用済み資源や再生可能な資源の利用
・資源を有効活用する
・資源の消費量を減らす

インド：農業で家畜の

糞　尿　を肥料にして耕作

を行う

マレーシア：沿岸部のマ

ングローブ林をエビの養

殖池に転換する

アメリカ合衆国：ペットボ

トルを返却すると一部返

金される制度を導入する

日本：電子機器に使われ

ていたレアメタルを都市

鉱山として活用する

資料　2

ふんによう
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第３問 村落・都市と人口に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 社会や経済の変化は，伝統的な村落にも影響を及ぼす。次の図１は，富山県
と なみ

の砺波平野のある地域における，１９６３年と２００９年の同範囲の空中写真であ

る。図１に関連することがらについて述べた文章中の下線部�～�のうちか

ら，適当でないものを一つ選べ。 １３

2009　年

50　m 0

1963　年

50　m 0

地理院地図により作成。

図 １

この村落では，水田や畑などの耕地の中に伝統的な家屋が数十mから数

百m間隔で並んでいる。１９６０年代以降，�農業の機械化や効率化のため，耕

地は，一つの区画が広くなるように長方形状に区切り直された。また，

�モータリゼーションに対応するため，かつての耕地を区切るあぜ道のほと

んどが，舗装されて幅の広い道路に変わった。この地域では，１９６３年から

２００９年の間に�人口増加や核家族化の進展に伴い，耕地の一部は住宅地と

なった。��戸当たりの敷地面積は，近年建てられた住宅よりも，伝統的な

家屋の方が広い傾向がみられる。

地理Ｂ
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問 ２ 現代の都市では，生活を支える様々な公共サービスが提供されている。次の

図２は，日本のある地域における人口分布といくつかの公共施設の立地を示し

たものであり，凡例ア～ウは，交番・駐在所，ごみ処理施設＊，５００席以上の

市民ホールのいずれかである。公共施設名とア～ウとの正しい組合せを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 １４

＊ごみ処理施設には，最終処分場を含み，し尿処理施設は含まない。

1　km 0

ア
イ
ウ

市町村界

人口
高位
中位
低位

国土数値情報などにより作成。

図 ２
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40　％以上増加
減少 0～40　％増加

データなし

問 ３ 先進国の大都市内部の衰退した地区において，専門的職業従事者などの経済

的に豊かな人々の流入と地区の再生が進む現象は，ジェントリフィケーション

という概念で説明される。次の図３は，ある先進国の大都市の中心業務地区付

近の概要といくつかの指標を示したものである。ジェントリフィケーションが

みられる地区として最も適当なものを，図３中の�～�のうちから一つ選べ。

１５

40　％以上
20　％未満 20～40　％

鉄道
主要道路 地下鉄

市役所

2　km 0

中心業務地区付近の概要 ２０００年の居住者の貧困率

20　％以上増加
減少 0～20　％増加

大学を卒業している居住者の増減

（２０００～２０１５年）

賃料の増減

（２０００～２０１５年）

UCLA Lewis centerの資料などにより作成。

図 ３
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問 ４ 次の図４は，ヨーロッパの主要な都市の空港＊における，ヨーロッパ以外か

ら到着する航空便の旅客数の内訳を，出発地域別に示したものである。図４中

のカ～クはパリ，フランクフルト，マドリードのいずれか，凡例ＡとＢはアフ

リカと北アメリカ＊＊のいずれかである。パリと北アメリカとの正しい組合せ

を，後の�～�のうちから一つ選べ。 １６

＊一つの都市に複数の空港が存在する場合は合計値。
＊＊北アメリカにはメキシコを含まない。

0 20 40 60 80 100％

ロンドン

カ

Ａ

キ

ク

Ｂ
西アジア
中央・南アメリカ

東アジア
その他

統計年次は２０１８年。

Eurostatにより作成。

図 ４
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問 ５ 次の図５は，人口ピラミッドを示したものであり，サとシはシンガポールと

ドイツのいずれか，ＤとＥは国全体と外国生まれのいずれかである。シンガ

ポールの外国生まれに該当するものを，図５中の�～�のうちから一つ選べ。
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Ｄ

Ｅ
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国
全
体
ま
た
は
外
国
生
ま
れ
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統計年次は２０１９年。International migrant stock 2019により作成。

図 ５

地理Ｂ

―１７２― （２１０２―１７２）



問 ６ 人口増減は，国や地域により状況が異なる。次の図６は，いくつかの国にお

ける１９８０年，２０００年，２０１９年の出生率と死亡率を示したものであり，�～�

は，カナダ，韓国，バングラデシュ，マレーシアのいずれかである。マレーシ

アに該当するものを，図６中の�～�のうちから一つ選べ。 １８

出生率

死
亡
率

0 54321 %

2
％

1

0

2000　年
2019　年

1980　年

World Development Indicatorsにより作成。

図 ６
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第４問 ラテンアメリカに関する次の問い（Ａ・Ｂ）に答えよ。（配点 ２０）

Ａ ラテンアメリカの自然と社会に関する次の問い（問１～４）に答えよ。

問 １ 次の図１は，ラテンアメリカの二つの河川の流域と主な河道を示したもので

あり，地点 Dと Eは，流量観測地点を示したものである。また，図２中のア

とイは，図１中の Dと Eのいずれかの地点における月平均流量の年変化＊を示

したものである。図１と図２を説明した文章中の空欄ａとｂに当てはまる記号

と語句との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １９

＊各月の平均流量の合計を１００％とした。

主な河道
流量観測地点

流域

D

E

図 １

ア

0
5
10
15
20

1 3 5 7 9 11　月

％

イ

0
5
10
15
20

1 3 5 7 9 11　月

％

Global Runoff Data Centreの資
料などにより作成。

図 ２

河川の流量とその季節変化は，流域の気候の影響を受けている。地点 Dの

月平均流量の年変化を示す図は（ ａ ）となる。地点 Dと Eを流れる河川の

年平均流量には１０倍以上の差があり，地点 Eを流れる河川の年平均流量は，

地点 Dを流れる河川よりも（ ｂ ）。

地理Ｂ
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� � � �

ａ ア ア イ イ

ｂ 多 い 少ない 多 い 少ない

問 ２ 各国の電力の供給源は，経済力や得られる資源などにより異なる。次の図３

は，ラテンアメリカのいくつかの国におけるエネルギー源別の発電量の割合を

示したものであり，凡例Ｊ～Ｌは，火力，再生可能エネルギー＊，水力のいず

れかである。エネルギー源とＪ～Ｌとの正しい組合せを，後の�～�のうちか

ら一つ選べ。 ２０

＊太陽光，地熱，風力などを含み，水力を除く。

Ｌ
Ｋ
Ｊ

原子力

統計年次は２０１７年。

Energy Statistics Yearbookなどにより作成。

図 ３
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問 ３ 次の図４は，ブラジルの農産物の輸出額と，輸出総額に占める農産物の割合

の推移を示したものであり，後の図５は，１９７１年と２０１９年におけるブラジル

の農産物の輸出品目の内訳を示したものである。図４と図５から読み取れるこ

とがらとその背景について述べた文章中の下線部�～�のうちから，適当でな

いものを一つ選べ。 ２１
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UN Comtradeにより作成。

図 ４
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その他

コーヒー豆
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FAOSTATにより作成。

図 ５
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ブラジルでは，農産物が重要な外貨獲得源であり，１９７０年代初頭の農産物

の輸出は，�大土地所有制を背景とした商品作物の生産に支えられていた。

１９９０年代にかけては，�工業化が進展して輸出に占める農産物の割合は低下

した。２０００年代には，�農業が輸出指向型産業の性格を強めていった。１９７１年

と比較すると，２０１９年には穀物や肉類の輸出額が増加するとともに，�コー

ヒー豆の輸出額は減少し，モノカルチャー経済からの脱却が進んでいる。

問 ４ 次の図６は，ラテンアメリカのいくつかの国における，GNI（国民総所得）に

占める所得上位１０％層の所得の割合と，�人当たり GNIを示したものであ

り，カ～クは，アルゼンチン，ブラジル，ボリビアのいずれかである。国名と

カ～クとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２２

GNI　に占める所得上位　10　％層の所得の割合

１
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当
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統計年次は２０１８年。World Bankの資料により作成。

図 ６
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Ｂ 南太平洋の東部と西部に位置するチリとニュージーランドに関する次の問い

（問５～６）に答えよ。

問 ５ 次の図７に示したチリとニュージーランドには，自然条件において共通する

点と異なる点がある。後の�～�の文は，両国の自然条件の特徴を述べたもの

である。これらのうち，チリのみに当てはまるものと，ニュージーランドのみ

に当てはまるものを，�～�のうちから一つずつ選べ。

チリ ２３ ・ニュージーランド ２４

30°　S
40°　S

60°　W80°　W
50°　S

50°　S

ニュージーランド
チリ

170°　E 180°　E

色の濃い部分ほど標高の高い地域を示している。　は首都の位置を示している。

図 ７
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� 寒流の影響で，�年を通して降雨のほとんどない地域がある。

� 首都は，偏西風の影響を受けて年中湿潤な地域に位置している。

� フィヨルドなどの氷河地形や，山岳氷河がみられる地域がある。

� 変動帯に位置しているため，国内に火山があり，地震が頻発する。

問 ６ チリとニュージーランドでは，貿易を通じた他地域との結びつきが変化して

いる。次の表１は，チリとニュージーランドの輸出総額に占める鉱産物の割合

と，１９８５年と２０１８年における輸出総額の地域別割合を示したものである。

表１中のサとシはチリとニュージーランドのいずれか，ＸとＹは北アメリカ＊

と西ヨーロッパ＊＊のいずれかである。チリと西ヨーロッパとの正しい組合せ

を，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２５

＊メキシコを含まない。
＊＊アイルランド，イギリス，イタリア，オーストリア，オランダ，スイス，スペイ

ン，ドイツ（１９８５年は西ドイツと東ドイツとする），フランス，ベルギー，ポルトガ

ル，ルクセンブルク。

表 １

（単位：％）

鉱産物の
割合

（２０１８年）

輸出総額の地域別割合

１９８５年 ２０１８年

東アジア Ｘ Ｙ 東アジア Ｘ Ｙ

サ ３０．４ １７．３ ２３．８ ３５．５ ５０．５ １５．２ １０．８

シ ２．２ ２１．３ １６．２ １９．５ ３７．４ １０．９ ８．１

東アジアの数値は，日本，韓国，台湾，中国，ホンコン，マカオの合計。

UN Comtradeにより作成。

� � � �

チ リ サ サ シ シ

西ヨーロッパ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ
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とま こ まい

第５問 東北地方に住む高校生のリサさんとユイさんは，北海道苫小牧市とその周

辺の地域調査を行った。この地域調査に関する次の問い（問１～６）に答えよ。

（配点 ２０）

問 １ リサさんたちは，調査に出発する前に次の図１を見て，苫小牧市周辺の景観

の特徴について考えた。図１から考えられることがらについて述べた文として

最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２６

苫小牧港苫小牧港苫小牧港市役所市役所市役所

弁天沼弁天沼弁天沼

ウトナイ湖ウトナイ湖ウトナイ湖

勇払駅勇払駅勇払駅

沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅

樽前山樽前山樽前山

苫小牧駅苫小牧駅苫小牧駅

苫小牧中央
インターチェンジ
苫小牧中央
インターチェンジ
苫小牧中央
インターチェンジ

0 2　km水域
湿地
高速道路
国道
鉄道

等高線
航路

地理院地図により作成。

図 １

� 南側からフェリーで苫小牧港に近づくと，進行方向に向かって右側に市街
たるまえさん

地と樽前山が見えるだろう。
ゆうふつ べんてんぬま

� 列車で勇払駅から東に向かうと，左側に弁天沼やウトナイ湖の水面が見え

るだろう。
ぬま の はた

� 沼ノ端駅のそばを通る国道を北西方向に歩いていくと，その先に湿地の見

える場所があるだろう。

� バスで苫小牧中央インターチェンジから高速道路を西に向かうと，右側に

は市街地が，左側には樽前山が見えるだろう。
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問 ２ 先生から借りた過去の�万分の�地形図（原寸，一部改変）を見たリサさんた

ちは，次の図２のように，苫小牧市周辺で多くの川が河口付近で屈曲し，流路

が頻繁に変化していることに気づいた。川の流路が変化している理由を知るた

めに，リサさんたちは，苫小牧市内の博物館を訪問して学芸員に質問した。リ

サさんたちと学芸員との会話文中の空欄ア～ウに当てはまる語句の組合せとし

て最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２７

1909　年

小
糸
魚
川

小
糸
魚
川

小
糸
魚
川1935　年 1953　年

図 ２

リ サ 「なぜ，この地域では図２のように多くの川が河口付近で曲がり，海岸線

と平行に流れるのですか」

学芸員 「苫小牧市の海岸は，直線的に砂浜が続くのが特徴です。これは，

（ ア ）によって運ばれる砂の堆積が最も大きな理由です。他方で，この

地域では（ イ ）になると，河川の流量が大幅に減少するため，河口付近

が砂でふさがれて，川の流路がたびたび変わるのです」

ユ イ 「（ イ ）には，河川よりも海の運搬・堆積作用の方が（ ウ ）なるとい

うことですね」

� � � � 	 
 � �

ア 沿岸流 沿岸流 沿岸流 沿岸流 潮 汐 潮 汐 潮 汐 潮 汐

イ 夏 季 夏 季 冬 季 冬 季 夏 季 夏 季 冬 季 冬 季

ウ 大きく 小さく 大きく 小さく 大きく 小さく 大きく 小さく
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問 ３ リサさんたちは，苫小牧港の整備と苫小牧市の発展について，市役所の職員

から話を聞いた。次の図３は，苫小牧市周辺の概要と，陰影をつけて地形の起
むろらん

伏を表現した苫小牧港と室蘭港の地図である。また，後の図４は苫小牧港と室

蘭港の海上貨物取扱量の推移を，図５は２０１８年における両港の海上貨物取扱

量の内訳を示したものである。これらの図をもとにした，リサさんたちと職員

との会話文中の下線部�～�のうちから，誤りを含むものを一つ選べ。

２８

bb

a

b

室蘭市室蘭市室蘭市

室蘭港室蘭港室蘭港
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札幌市札幌市札幌市

0
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地理院地図などにより作成。

図 ３

120

100

80

60

40

20
0
1960 1970 1980 1990 2000 2010 2018　年

百万トン

室蘭港

苫小牧港

苫小牧港統計年報などにより作成。

図 ４
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職 員 「室蘭港は，１９６０年代まで工業製品や北海道の内陸部で産出されたエネル

ギー資源を本州に積み出す，北海道でも有数の港湾でした」

リ サ 「�室蘭港が，内湾に面していて波が穏やかな天然の良港だからですね」

職 員 「一方で，現在の苫小牧港は，１９６３年に大規模な掘り込み式の港湾として

整備されてから，急速に海上貨物取扱量を増やしていきます」

ユ イ 「苫小牧港が発展したのは，�人口が多い札幌市やその周辺の地域に近い

ことと，北海道の中央部からの輸送距離が短縮できたためでしょうね」

職 員 「かつての苫小牧市では，戦前に立地した一部の大工場がみられる程度で

した。苫小牧港が整備されて以降，港湾に関連する産業も成長しました。

人口も増え，苫小牧市は北海道内で屈指の工業都市となりました」

リ サ 「苫小牧市で港湾関連の産業が発達したのは，�港の近くが平坦で，巨大

な倉庫や工場を造りやすかったことも関係していますね」

職 員 「２０１８年時点で苫小牧港は，北海道で最も海上貨物取扱量が多い港湾で

す。苫小牧港は，フェリーが海上貨物取扱量の半分以上を占めているのが

特徴です」

ユ イ 「フェリーを除いた海上貨物取扱量をみると，�苫小牧港は，海外との貿

易の占める割合が室蘭港よりも高いですね。苫小牧港は，北海道の重要な

海の玄関口となっているのですね」

地理Ｂ
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問 ４ 市役所の職員の話に興味をもったリサさんたちは，苫小牧港整備以降の工業

の変化を統計で確認した。次の表１は，製造業のいくつかの業種の変化につい

て，北海道の製造品出荷額に占める苫小牧市の割合と，苫小牧市の製造品出荷

額に占める各業種の割合を示したものである。また，表１中のＡ～Ｃは，食料

品，石油製品・石炭製品，パルプ・紙・紙加工品のいずれかである。業種と

Ａ～Ｃとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２９

表 １

（単位：％）

北海道の製造品出荷額に占める

苫小牧市の割合

苫小牧市の製造品出荷額に占める

各業種の割合

１９７１年 ２０１８年 １９７１年 ２０１８年

Ａ ２８．６ ３１．６ ５４．１ ９．６

Ｂ ３．７ ６９．５ ０．７ ５６．１

Ｃ ０．９ ０．４ ５．８ ０．７

『工業統計表』などにより作成。

� � � � � �

食料品 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

石油製品・石炭製品 Ｂ Ｃ Ａ Ｃ Ａ Ｂ

パルプ・紙・紙加工品 Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ａ

問 ５ リサさんたちは，苫小牧市内のいくつかの住宅地区を歩き，建物や街並みの

特徴をメモした資料１と，１９９５年と２０１５年の年齢別人口構成を示す図６を作

成した。図６中のカとキは，資料１中の地区ｄとｅのいずれかにおける人口構

成の変化を示したものであり，Ｘ年とＹ年は，１９９５年と２０１５年のいずれかで

ある。地区ｄに該当する図と１９９５年との正しい組合せを，後の�～�のうち

から一つ選べ。 ３０
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地区ｄ　市中心部の社員用住宅地区 地区ｅ　郊外の戸建て住宅地区

資料 １
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国勢調査により作成。

図 ６

� � � �

地区ｄ カ カ キ キ

１９９５年 Ｘ 年 Ｙ 年 Ｘ 年 Ｙ 年
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問 ６ 現地での調査を終えたリサさんたちは，学校に戻り調査結果と地域の問題に

ついて次の図７を見ながら先生と話し合った。図７は，１９９５年から２０１５年に

かけての人口増減を示したものである。また，会話文中の空欄Ｅには語句サと

シのいずれか，空欄Ｆには文タとチのいずれかが当てはまる。空欄ＥとＦに当

てはまる語句と文との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから

一つ選べ。 ３１

5　km 0

増加
1995　年の人口が　0
その後増加

減少または
変化なし

市役所
苫小牧港

国勢調査などにより作成。

図 ７

リ サ 「苫小牧市では，私たちの住む市と似た問題もみられました。空き店舗や

空き地が増えたり，街に来る人が減少したりするなどの問題が，（ Ｅ ）

側の市街地ではみられます」

先 生 「同じような問題は，全国の地方都市でも共通してみられます。では，こ

の問題の解決に向けた取組みを，構想してみてください」

ユ イ 「この問題の解決には，（ Ｆ ）が考えられるのではないでしょうか。こ

の取組みは，温室効果ガスの削減にもつなげられると思います」

先 生 「いいですね。今回の調査と考察を私たちの住む市でも活用してください」

地理Ｂ

―１８６― （２１０２―１８６）



（ Ｅ ）に当てはまる語句

サ 市役所の西

シ 苫小牧港の北

（ Ｆ ）に当てはまる文

タ 郊外で大型の駐車場を備えたショッピングセンターの開発や，大規模なマ

ンションの建設を進めること

チ 利用者の予約に応じて運行するバスの導入や，公共交通機関の定時運行に

よって利便性を高めること

� � � �

Ｅ サ サ シ シ

Ｆ タ チ タ チ
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